
 

 

 
 

「直下型地震」と「豪雨」を想定した訓練を実施 
～令和５年度京都府総合防災訓練の実施について～ 

 

■京都府では、大規模災害の発生に備え、９月３日（日）に防災関係機関と合同で

総合防災訓練を実施しますので、当日の取材をお願いします。 

■今年は、南丹地域における直下型地震及び豪雨による被害発生を想定し、府庁で

の災害対策本部会議訓練と、亀岡市において災害対応訓練を実施します。 

 

１ 訓練の特徴 

①直下型地震災害及び水害の複合災害想定 

・土砂崩れ、浸水により発生した孤立地域への対応 

・ヘリコプターによる被害情報収集、救助、人員・物資輸送  

②近年の災害の教訓等を踏まえた避難所運営訓練 

・発電機による停電の復旧  

・要配慮者、ペット同行者、車中避難者への対応 

・プライバシー確保  

③物資調達・輸送調整等支援システムと実動による輸送の連携訓練  

 

２ 訓練内容 

(1) 災害対策本部会議訓練（※知事出席） 

【日  時】令和５年９月３日（日）８：００～８：３０ 

【場  所】京都府職員福利厚生センター ３階 会議室 

【内  容】南丹地域における地震及び豪雨の複合災害発生を想定し対応等を報告 

【参加機関】京都府、京都府警察本部、京都地方気象台、自衛隊、京都市消防局 

 

(2) 災害対応訓練（※知事出席） 

【日  時】令和５年９月３日（日）１０：００～１２：２０ 

【場所・内容】 

  ＜主会場＞ 保津川水辺公園（亀岡市保津町泉口１６） 

・土砂災害、座屈ビルからの救出・救助訓練、ヘリによる救出訓練 

・防災・車両展示(国民保護の内容を含む) 

＜避難所訓練会場＞ 保津小学校（亀岡市保津町構ノ内２０） 

         ・避難所開設・運営訓練、ボランティアセンター開設・運営訓練 

【訓練参加機関、参加人数（主会場）】 

約 70機関、約 1,000名（予定）     

近畿地方整備局、京都地方気象台、自衛隊、京都府警察本部、京都市消防局、 

京都中部消防組合消防本部、日本赤十字社京都府支部、京都府ＤＭＡＴ、 

協定締結団体、ライフライン関係企業、関係ボランティア団体、消防団・地域

自治会、亀岡市、南丹市、京丹波町、京都府 他 

 

府政記者室、南丹広域振興局 同時資料配付 

（次頁あり） 

令和 5年 8月 25日  

 

 知事出席行事 



【主会場及び避難所訓練会場の訓練の取材について】 

○訓練当日は、10 時から 12 時の間、主会場の保津水辺公園及び避難所訓練会場

の保津小学校において訓練を御覧いただけます。 

○車両でお越しの場合は「駐車証」が必要です。別添の取材申込書に台数を記入

の上、29 日正午までに災害対策課にご連絡ください。(また、避難所訓練会場

の保津小学校には、主会場から徒歩で移動いただきます。) 

○災害発生などにより訓練を中止する場合は、当日、京都府ホームページでお知

らせします。 

URL： https://www.pref.kyoto.jp/kikikanri/index.html 

 

（参考）総合防災訓練会場位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【本報道発表に関するお問合せ】 

 危機管理部      理事 田村  TEL:075-414-4476 

 危機管理部災害対策課 参事 寺西  TEL:075-414-5611 

 

  

主会場 

【保津水辺公園】 

駐車場 

臨時 

ヘリポート 

避難所訓練会場 

【保津小学校】 

【国土地理院地図】 

※主会場に車両でお越しの

際は、駐車証をダッシュ

ボードにおいてくださ

い。(駐車証は事前にお

渡しします。) 

主会場車両入口 




